
  

１．平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

（参考）自己資本   23年３月期第２四半期  143,164百万円  22年３月期  153,361百万円 

  

２．配当の状況 

  
（注）１．当四半期における配当予想の修正有無：無 

   ２．現時点では平成23年３月期の期末配当予想額を未定としていますが、開示が可能となった時点で速やかに公表

いたします。  

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

  
（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第２四半期  153,341  1.8  3,871  －  1,844  －  △3,489  －

22年３月期第２四半期  150,655  △23.4  △2,380  －  △4,102  －  △14,535  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円  銭 円  銭 

23年３月期第２四半期  △13.55  －

22年３月期第２四半期  △56.43  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円  銭 

23年３月期第２四半期  359,586  147,114  39.8  555.83

22年３月期  398,792  157,360  38.5  595.42

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 

22年３月期  － 0.00 － 2.00  2.00

23年３月期  － 0.00       

23年３月期（予想）     － －  －

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭 

通期  328,000  3.6  11,000  320.0  8,000  －  △2,500  －  △9.71



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．５「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

  

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外です。なお、この四半期決算短信の

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しています。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係わる

本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項につきましては、〔添付資料〕

Ｐ．３、４をご覧ください。 

   

（１）当四半期中における重要な子会社の異動  ： 無

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う変更： 有 

②  ①以外の変更              ： 無 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期２Ｑ 268,624,510株 22年３月期 268,624,510株

②  期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 11,057,074株 22年３月期 11,055,405株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期２Ｑ 257,567,874株 22年３月期２Ｑ 257,584,999株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）における世界経済は、新興

国の継続的な成長等を受け、堅調に推移しました。一方、日本経済は、新興国への輸出増加等によ

り、前半は回復基調で推移しましたが、後半には急激な円高と株式市況の低迷により、景気回復の

スピードは鈍化しました。 

 このような事業環境のもと、当社グループは、販管費の徹底的な絞り込みや、固定費構造の改革

など企業体質強化の取り組みを続け、前年同期との比較では、売上高、営業利益ともに増加する結

果となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結売上高は1,533億41百万円（前年同期比 

26億85百万円増）、営業利益は38億71百万円（前年同期比 62億51百万円増）となり、経常利益は

18億44百万円（前年同期比 59億46百万円増)、四半期純損失は、投資有価証券評価損25億64百万

円、法人税等21億42百万円等により34億89百万円（前年同期比 110億45百万円損失減）となりまし

た。 

 また、当第２四半期連結会計期間（平成22年７月1日～平成22年９月30日）における当社グルー

プの連結経営成績は、売上高871億28百万円（前年同期比 10億２百万円増）、営業利益44億42百万

円（前年同期比 11億92百万円増）、経常利益29億49百万円（前年同期比 10億12百万円増）、四半

期純損失11億13百万円（前年同期比 66億40百万円損失減）となりました。 

  

セグメント別の概況は以下のとおりです。 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第

17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しています。この適用に伴い、前期と比較し、

セグメント区分には変更はありませんが、セグメント情報の集計方法を変更しています。前年同期

比較は、前年同期のセグメント情報を変更後の集計方法に基づき、組み替えて行っています。 

  

制御事業 

 制御事業は、北米市場での需要は依然低調に推移したものの、欧州市場では回復の兆しが見られ

ました。また、中国、ロシア、韓国、東南アジア諸国などの市場では、新規エネルギープラントの

建設プロジェクトなどで需要拡大の動きが継続しました。日本市場においても、化学、紙パルプ、

鉄鋼、電力関連分野を中心に需要が回復し好調な結果となりました。 

 このように、需要は概ね好調であったことから現地通貨における売上高は増加したものの、円高

の影響を大きく受け、売上高及び営業利益は前年同期と比較して減収、減益となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における同事業の売上高は1,237億81百万円（前年同期比 10億35百万

円減）、営業利益は67億11百万円（前年同期比 15億78百万円減）となりました。 

 また、当第２四半期連結会計期間における同事業の売上高は695億72百万円（前年同期比 12億63

百万円減）、営業利益は52億91百万円（前年同期比 27億47百万円減）となりました。 

  

計測機器事業 

 計測機器事業のうち半導体テスタビジネスの市場においては、各種電子機器への半導体需要の増

加を背景に、主にアジア市場において各半導体メーカの設備投資は活発なものとなりましたが、当

社の主力製品であるメモリ前工程向けテスタ分野では、顧客の本格的な需要回復の動きは見られま

せんでした。一方、測定器ビジネスの市場では、活況を呈している省エネルギー・新エネルギー関

連市場や光関連市場において電力測定器や光測定器関連製品の需要が前年同期と比較して回復しま

した。 

 この結果、前年同期と比較し売上高は増加しました。営業損失は、売上高の増加に加え、固定費

及び研究開発費の削減に努めた結果、損失が大幅に減少しました。 

 当第２四半期連結累計期間における同事業の売上高は180億25百万円（前年同期比 45億76百万円

増）、営業損失は28億98百万円（前年同期比 79億80百万円損失減）となりました。 

 また、当第２四半期連結会計期間における同事業の売上高は107億30百万円（前年同期比 30億47

百万円増）、営業損失は10億94百万円（前年同期比 42億73百万円損失減）となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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その他事業 

 当第２四半期連結累計期間における同事業の売上高は115億35百万円（前年同期比 ８億55百万円

減）、営業利益は58百万円（前年同期比 １億51百万円減）となりました。 

  また、当第２四半期連結会計期間における同事業の売上高は68億26百万円（前年同期比 ７億82

百万円減）、営業利益は２億45百万円（前年同期比 ３億34百万円減）となりました。 

  

（２） 連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産は、前連結会計年度末との比較において、

以下のとおりとなりました。 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は3,595億86百万円となり、前連結会計年度末に比べ392億

５百万円減少しました。現金及び預金が265億67百万円、受取手形及び売掛金が69億20百万円、有

形固定資産が38億76百万円、投資有価証券が36億41百万円減少したことが主な要因です。 

 負債合計は2,124億72百万円となり、前連結会計年度末に比べ289億59百万円減少しました。短期

借入金が254億66百万円減少したことが主な要因です。 

 純資産は1,471億14百万円となり、前連結会計年度末に比べ102億45百万円減少しました。利益剰

余金が38億87百万円、その他有価証券評価差額金が13億59百万円、為替換算調整勘定が48億９百万

円減少したことが主な要因です。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、511億29百万円となり、前連結会

計年度末に比べ254億26百万円、第１四半期連結会計期間末に比べ322億27百万円それぞれ減少しま

した。 

 当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失

11億20百万円に対し、プラス要因である減価償却費66億82百万円、売上債権の減少31億27百万円等

と、マイナス要因であるたな卸資産の増加39億43百万円等の結果、前年同期に比べ93億97百万円収

入が減少し、58億33百万円の収入となりました。 

 当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による

24億71百万円、無形固定資産の取得による28億５百万円の支出等により、前年同期に比べ29億６百

万円支出が減少し、43億８百万円の支出となりました。 

 当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済等により247

億75百万円の支出となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年５月14日の平成23年３月期 通期連結業績予想を以下のとおり変更しました。 

 売上高予想を70億円下方修正しました。これは、その他事業の売上高予想を20億円上方修正した

ものの、制御事業で50億円、計測機器事業で40億円それぞれ下方修正したことによるものです。営

業利益予想及び経常利益予想については、第２四半期連結累計期間の営業利益が当初予想を上回っ

たこと等により30億円上方修正しました。当期純利益予想については、第２四半期連結会計期間に

投資有価証券評価損26億円を計上したこと及び下期に実施する拡大セカンドライフ支援制度の募集

に伴う費用及び事業再編損失等25億円の特別損失を計上する見込みであることなどから前回予想か

ら25億円下方修正しました。 

 セグメント別には、制御事業では、海外市場において引き続きエネルギー関連への活発な投資が

期待できるものの、連結業績見通しの米ドル為替レートを従来の90円から85円へ見直したこともあ

り、受注高予想は据え置きました。また、売上高予想は、円高の影響を考慮し50億円下方修正しま

した。営業利益予想は、減収及び円高の影響はあるものの費用の削減が見込まれることから、前回

予想から10億円上方修正しました。計測機器事業では、測定器ビジネスで増収となるものの、半導

体テスタビジネスで減収となることが見込まれることから、受注高と売上高予想をそれぞれ40億円

下方修正しました。一方、営業利益予想につきましては、減収を上回る費用の削減が見込まれるこ

とから、前回予想から10億円上方修正しました。その他事業につきましては、航空機関連ビジネス

の第２四半期連結累計期間の実績が当初予想を上回ったことから受注高予想を40億円、売上高予想

を20億円、営業利益予想を10億円、それぞれ上方修正しました。 
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平成23年３月期 連結業績予想数値の修正 

（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）連結業績予想の年間為替レートは、１米ドル=85円、１ユーロ=110円を前提としています。  

  

（参考）セグメント別 業績予想 

 受注高                               （単位：百万円） 

  

 売上高                               （単位：百万円） 

  

 営業利益                                  （単位：百万円） 

  

＜業績予想のご利用にあたっての注意事項＞ 

 上記業績予想は、当社が現時点で合理的と判断した一定の前提に基づいたもので、実際の業績は予

想と異なることがあり得ます。 

 業績の変動要因となり得る主なものは以下のとおりです。 

・米ドル、ユーロ、欧州通貨、アジア通貨、中東通貨を中心とした対円為替相場の変動 

・主要市場における経済情勢の急変 

・貿易規制などのビジネス環境の変化 

・市場における製品需給の急激な変動 

・日本の株式相場の変動 

・自社特許の保護及び他社特許の利用の確保 

・製品開発等における他社との提携関係 

  

  
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

  

前回発表予想（A） 

百万円

335,000

百万円

8,000

百万円

5,000

百万円 

 0

円 銭

0.00

今回発表予想（B） 328,000 11,000 8,000  △2,500 △9.71

増減額（B）-（A） △7,000 3,000 3,000  △2,500 △9.71

増減率（％） △2.1 37.5 60.0  － －

(参考)前期実績 

(平成22年３月期) 
316,606 2,619 239  △14,799 △57.45

  前回発表予想（5/14） 今回発表予想 増減 

制御事業 272,000 272,000 0

計測機器事業 43,000 39,000 △4,000

その他事業 25,000 29,000 4,000

合計 340,000 340,000 0

  前回発表予想（5/14） 今回発表予想 増減 

制御事業 267,000 262,000 △5,000

計測機器事業 43,000 39,000 △4,000

その他事業 25,000 27,000 2,000

合計 335,000 328,000 △7,000

  前回発表予想（5/14） 今回発表予想 増減 

制御事業 15,000 16,000 1,000

計測機器事業 △7,000 △6,000 1,000

その他事業 0 1,000 1,000

合計 8,000 11,000 3,000
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（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はありません。 

  
（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①  簡便な会計処理   

  法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

  法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法を採用しています。  

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末において使用した

将来の業績予測及びタックス・プランニングを利用する方法によっています。  

②  四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理   

  該当事項はありません。  

  
（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①  会計基準等の改正に伴う変更  

１．資産除去債務に関する会計基準の適用  

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21号 平成20年３月31日）を適用しています。  

  この適用による四半期連結財務諸表への影響は軽微です。  

２．「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用  

  第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年

３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告

第24号 平成20年３月10日）を適用しています。  

  この適用による四半期連結財務諸表への影響はありません。  

  

②  ①以外の変更  

 該当事項はありません。  

（追加情報）  

 従来、「その他有価証券」で時価のあるものについては、時価が取得原価に比べ30%以上下落

した場合に回復可能性がないと判断し減損処理を実施しておりましたが、昨今の金融市場をとり

まく環境の変化により株式市場の価格変動幅が増大したことを受け、時価の回復可能性をより慎

重に判断する必要性があると考え、第１四半期連結会計期間より、時価が取得原価の30%以上50%

未満下落した銘柄については過去の価格動向を検討した上で回復可能性を判断し減損処理を行っ

ています。   

 これに伴う四半期連結財務諸表への影響は軽微です。   

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 51,353 77,921

受取手形及び売掛金 104,584 111,505

有価証券 288 0

商品及び製品 16,496 15,802

仕掛品 10,969 9,839

原材料及び貯蔵品 10,090 9,042

その他 11,810 13,514

貸倒引当金 △3,040 △3,276

流動資産合計 202,554 234,350

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 50,555 52,843

その他（純額） 33,992 35,580

有形固定資産合計 84,547 88,423

無形固定資産 30,469 30,137

投資その他の資産   

投資有価証券 30,537 34,178

その他 11,983 12,315

貸倒引当金 △506 △613

投資その他の資産合計 42,014 45,881

固定資産合計 157,032 164,442

資産合計 359,586 398,792

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 27,405 28,942

短期借入金 6,747 32,214

未払法人税等 2,313 2,296

賞与引当金 8,634 10,407

未払金 11,057 10,251

その他 40,093 40,315

流動負債合計 96,251 124,426

固定負債   

長期借入金 104,605 104,851

退職給付引当金 2,765 2,855

長期未払金 4,680 4,840

その他 4,169 4,457

固定負債合計 116,220 117,005

負債合計 212,472 241,431
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 43,401 43,401

資本剰余金 50,344 50,345

利益剰余金 76,416 80,303

自己株式 △10,992 △10,991

株主資本合計 159,169 163,058

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,090 2,450

繰延ヘッジ損益 △93 82

年金負債調整額 △333 △369

為替換算調整勘定 △16,669 △11,859

評価・換算差額等合計 △16,005 △9,696

少数株主持分 3,949 3,998

純資産合計 147,114 157,360

負債純資産合計 359,586 398,792
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 150,655 153,341

売上原価 103,471 99,178

売上総利益 47,184 54,163

販売費及び一般管理費 49,564 50,292

営業利益又は営業損失（△） △2,380 3,871

営業外収益   

受取利息 112 160

受取配当金 351 366

持分法による投資利益 308 373

その他 377 930

営業外収益合計 1,149 1,830

営業外費用   

支払利息 1,022 1,538

為替差損 406 1,541

その他 1,443 777

営業外費用合計 2,872 3,857

経常利益又は経常損失（△） △4,102 1,844

特別利益   

固定資産売却益 17 68

投資有価証券売却益 － 14

移転補償金 － 131

貸倒引当金戻入額 － 84

前期損益修正益 226 －

その他 80 48

特別利益合計 323 348

特別損失   

固定資産売却損 0 2

固定資産除却損 421 121

減損損失 5,410 28

投資有価証券評価損 1,462 2,564

事業再編損 176 3

事業構造改善費用 621 163

販売用ソフトウェア評価損 562 －

その他 136 427

特別損失合計 8,793 3,312

税金等調整前四半期純損失（△） △12,572 △1,120

法人税、住民税及び事業税 1,420 2,180

法人税等調整額 334 △37

法人税等合計 1,755 2,142

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △3,262

少数株主利益 208 226

四半期純損失（△） △14,535 △3,489
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 86,126 87,128

売上原価 57,962 56,340

売上総利益 28,163 30,787

販売費及び一般管理費 24,913 26,344

営業利益 3,250 4,442

営業外収益   

受取利息 23 80

受取配当金 27 27

持分法による投資利益 113 133

その他 165 265

営業外収益合計 329 507

営業外費用   

支払利息 544 748

為替差損 357 909

その他 740 341

営業外費用合計 1,642 2,000

経常利益 1,937 2,949

特別利益   

固定資産売却益 10 60

投資有価証券売却益 － 14

移転補償金 － 131

貸倒引当金戻入額 － 84

前期損益修正益 7 －

国庫補助金 42 －

その他 12 12

特別利益合計 73 303

特別損失   

固定資産売却損 0 2

固定資産除却損 373 106

減損損失 5,372 28

投資有価証券評価損 1,462 2,564

事業再編損 35 1

事業構造改善費用 344 104

販売用ソフトウェア評価損 562 －

その他 38 99

特別損失合計 8,188 2,907

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△6,176 345

法人税、住民税及び事業税 674 751

法人税等調整額 754 533

法人税等合計 1,429 1,284

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △938

少数株主利益 147 174

四半期純損失（△） △7,753 △1,113
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △12,572 △1,120

減価償却費 8,367 6,682

貸倒引当金の増減額（△は減少） 145 △146

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,226 △1,576

投資有価証券売却損益（△は益） － △14

投資有価証券評価損益（△は益） 1,462 2,564

減損損失 5,410 28

売上債権の増減額（△は増加） 15,457 3,127

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,583 △3,943

仕入債務の増減額（△は減少） △4,090 587

未払金の増減額（△は減少） △1,141 573

その他 1,204 1,099

小計 16,600 7,863

利息及び配当金の受取額 1,430 1,430

利息の支払額 △969 △1,547

法人税等の支払額 △1,830 △1,912

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,231 5,833

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,603 △2,099

定期預金の払戻による収入 1,072 2,845

有形固定資産の取得による支出 △2,700 △2,471

有形固定資産の売却による収入 53 199

無形固定資産の取得による支出 △5,095 △2,805

投資有価証券の取得による支出 △12 △10

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 48

その他 1,070 △14

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,214 △4,308

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △551 △100

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △10,000 －

長期借入れによる収入 2,603 －

長期借入金の返済による支出 － △24,118

配当金の支払額 △2,059 △516

その他 △210 △40

財務活動によるキャッシュ・フロー △10,217 △24,775

現金及び現金同等物に係る換算差額 △807 △2,252

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,008 △25,502

現金及び現金同等物の期首残高 56,833 76,555

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

131 76

現金及び現金同等物の四半期末残高 53,957 51,129
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  該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しています。この適用に伴い、前期と比較し、セグメント区分には変更はありませんが、セグメント

情報の集計方法を変更しています。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社は、「制御事業」「計測機器事業」「その他事業」の３つを報告セグメントとしています。  

制御事業は、流量計、差圧・圧力伝送器、プロセス分析計等、現場のセンサから生産制御システム、プログラマブ

ルコントローラ、生産性向上のための各種ソフトウェア、プラントのライフサイクルコストを最小化するサービスに

至る総合的なソリューションを提供しています。 

計測機器事業は、波形測定器、光通信関連測定器、信号発生器、電力・温度・圧力測定器や、メモリ・液晶駆動用

半導体向け半導体テストシステムを、また、高速大容量光通信向けの光通信モジュール及びサブシステム、細胞を生

きたまま観察できる共焦点スキャナ等を提供しています。 

その他事業は、主に各種航空機向けにコックピット用フラットパネルディスプレイ、エンジン計器等の航空機用計

器、また、ジャイロコンパスやオートパイロット等の航海関連機器、また、気象観測システム機器や流量・流速計等

の気象・水文観測機器等を提供しています。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失に関する情報 

（注）「旧集計方法 前第２四半期連結累計期間(a)」は、前期において用いたセグメント情報の集計方法に基づく数

値を記載しています。「新集計方法 前第２四半期連結累計期間(b)」は、前第２四半期連結累計期間の数値を

変更後のセグメント集計方法に基づき組み替えた数値を記載しています。 

  

（注）「旧集計方法 前第２四半期連結会計期間(a)」は、前期において用いたセグメント情報の集計方法に基づく数

値を記載しています。「前第２四半期連結会計期間(b)」は、前第２四半期連結会計期間の数値を変更後のセ

グメント集計方法に基づき組み替えた数値を記載しています。 

  

  （単位：百万円）

  

旧集計方法
前第２四半期 

連結累計期間 (a) 
(自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日)

新集計方法
前第２四半期 

連結累計期間 (b) 
(自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日)

新集計方法 
当第２四半期 

連結累計期間 (c) 
(自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日) 

対前年同期比
(c)-(b) 

制御事業 
外部顧客への売上高  124,520  124,816  123,781  △1,035

営業利益  8,361  8,289  6,711  △1,578

計測機器事業 
外部顧客への売上高  13,343  13,449  18,025  4,576

営業利益  △11,095  △10,878  △2,898  7,980

その他事業 
外部顧客への売上高  12,792  12,390  11,535  △855

営業利益  354  209  58  △151

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

外部顧客への売上高  150,655  150,655  153,341  2,686

営業利益  △2,380  △2,380  3,871  6,251

  （単位：百万円）

  

旧集計方法
前第２四半期 

連結会計期間 (a) 
(自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日)

新集計方法
前第２四半期 

連結会計期間 (b) 
(自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日)

新集計方法 
当第２四半期 

連結会計期間 (c) 
(自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日) 

対前年同期比
(c)-(b) 

制御事業 
外部顧客への売上高  70,651  70,835  69,572  △1,263

営業利益  8,170  8,038  5,291  △2,747

計測機器事業 
外部顧客への売上高  7,610  7,683  10,730  3,047

営業利益  △5,455  △5,367  △1,094  4,273

その他事業 
外部顧客への売上高  7,865  7,608  6,826  △782

営業利益  535  579  245  △334

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

外部顧客への売上高  86,126  86,126  87,128  1,002

営業利益  3,250  3,250  4,442  1,192
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（参考）海外売上高 

  

（注）１．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりです。 

(1) アジア    中国、シンガポール、韓国、インド等 

(2) 欧州      オランダ、フランス、イギリス、ドイツ等 

(3) 北米      米国、カナダ 

(4) 中東      バーレーン、サウジアラビア等 

(5) その他    ロシア、ブラジル、オーストラリア等 

２．海外売上高は、当社及び連結子会社の日本以外の国又は地域における売上高です。 

  

  

前第２四半期連結累計期間
      （自  平成21年４月１日 
      至  平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
 （自  平成22年４月１日 

    至  平成22年９月30日） 
対前年同期比

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円）

アジア  35,431  23.5  38,380  25.0  2,948

欧州  16,846  11.2  13,390  8.7  △3,456

北米  9,936  6.6  10,497  6.9  560

中東  12,502  8.3  10,229  6.7  △2,273

その他  13,335  8.9  17,607  11.5  4,272

海外売上高合計  88,053  58.5  90,106  58.8  2,052

連結売上高  150,655  －  153,341  －  2,685

  

前第２四半期連結会計期間
      （自  平成21年７月１日 
       至  平成21年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
 （自  平成22年７月１日 

    至  平成22年９月30日） 
対前年同期比

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円）

アジア  19,254  22.4  20,382  23.4  1,128

欧州  8,830  10.3  7,024  8.1  △1,805

北米  5,616  6.5  5,566  6.4  △50

中東  5,360  6.2  5,360  6.1  0

その他  7,181  8.3  9,470  10.9  2,289

海外売上高合計  46,242  53.7  47,805  54.9  1,563

連結売上高  86,126  －  87,128  －  1,002
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なお、制御セグメントの所在地別の売上高とセグメント利益又は損失は以下のとおりです。 

  

（注）１．日本以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりです。 

(1) アジア    中国、シンガポール、韓国、インド等 

(2) 欧州      オランダ、フランス、イギリス、ドイツ等 

(3) 北米      米国、カナダ 

(4) 中東      バーレーン、サウジアラビア等 

(5) その他    ロシア、ブラジル、オーストラリア等 

２．所在地別の売上高は、当社及び連結子会社の所在地域別の売上高です。 

  

  該当事項はありません。 

  （単位：百万円）

  
前第２四半期連結累計期間
 （自 平成21年４月１日 
   至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
 （自 平成22年４月１日 
   至 平成22年９月30日） 

対前年同期比

日本 
外部顧客への売上高  48,589  48,677  88

営業利益  2,962  △49  △3,011

アジア 
外部顧客への売上高  33,982  35,898  1,916

営業利益  3,188  4,246  1,058

欧州 
外部顧客への売上高  18,694  13,927  △4,767

営業利益  854  869  15

北米 
外部顧客への売上高  9,325  8,565  △760

営業利益  △300  △83  217

中東  
外部顧客への売上高  7,560  7,797  237

営業利益  1,299  1,325  26

その他 
外部顧客への売上高  6,666  8,917  2,251

営業利益  286  403  117

合計 
外部顧客への売上高  124,816  123,781  △1,035

営業利益  8,289  6,711  △1,578

  （単位：百万円）

  
前第２四半期連結会計期間
 （自 平成21年７月１日 
  至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
 （自 平成22年７月１日 
   至 平成22年９月30日） 

対前年同期比

日本 
外部顧客への売上高  31,936  30,109  △1,827

営業利益  4,472  1,435  △3,037

アジア 
外部顧客への売上高  17,925  18,537  612

営業利益  1,995  2,412  417

欧州 
外部顧客への売上高  8,976  7,303  △1,673

営業利益  618  550  △68

北米 
外部顧客への売上高  4,954  4,222  △732

営業利益  69  △43  △112

中東  
外部顧客への売上高  3,657  4,160  503

営業利益  707  837  130

その他 
外部顧客への売上高  3,387  5,241  1,854

営業利益  177  100  △77

合計 
外部顧客への売上高  70,835  69,572  △1,263

営業利益  8,038  5,291  △2,747

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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平成22年11月９日

横河電機株式会社

平成23年３月期   第２四半期連結決算情報 

  

  第１四半期連結会計期間よりセグメントの集計方法を変更しています。前年同期との比較は以下のとおりです。なお、

前年同期は旧集計方法に基づく数値と変更後の集計方法に基づき組み替えた数値を併記しています。 

  

  

  

  

＜参考資料＞

  （単位：百万円）

  H21/9 H22/9 対前年同期比

金額 売上高比 金額 売上高比 金額 売上高比

売 上 高  150,655  －  153,341  －  2,685  －

営 業 利 益  △2,380 % △1.6  3,871 % 2.5  6,251 % 4.1

経 常 利 益  △4,102 % △2.7  1,844 % 1.2  5,946 % 3.9

当 期 純 利 益  △14,535 % △9.6  △3,489 % △2.3  11,045 % 7.3

総 資 産  370,485  359,586  △10,899

純 資 産  155,494  147,114  △8,380

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率 % △9.1 % △2.4 % 6.7

1 株 当 た り 当 期 純 利 益 円 △56.43 円 △13.55 円 42.88

1 株 当 た り 純 資 産 円 588.87 円 555.83 円 △33.04

設 備 投 資  6,036  5,482  △554

減 価 償 却 費  8,367  6,682  △1,684

研 究 開 発 費  14,860  14,282  △577

期 中 平 均 為 替 レ ー ト     

米ドル 円 94.78 円 87.99 円 △6.79

ユーロ 円 133.21 円 112.82 円 △20.39

受注高 （単位：百万円）

  H21/9(旧集計方法) H21/9(新集計方法) H22/9(新集計方法) H23/3 予想

制 御 事 業  131,332  131,795  137,640  272,000

計 測 機 器 事 業  12,732  13,016  17,982  39,000

そ の 他 事 業  10,673  9,926  14,067  29,000

合 計  154,737  154,737  169,689  340,000

売上高 （単位：百万円）

  H21/9(旧集計方法) H21/9(新集計方法) H22/9(新集計方法) H23/3 予想

制 御 事 業  124,520  124,816  123,781  262,000

計 測 機 器 事 業  13,343  13,449  18,025  39,000

そ の 他 事 業  12,792  12,390  11,535  27,000

合 計  150,655  150,655  153,341  328,000

営業利益 （単位：百万円）

  H21/9(旧集計方法) H21/9(新集計方法) H22/9(新集計方法) H23/3 予想

制 御 事 業  8,361  8,289  6,711  16,000

計 測 機 器 事 業  △11,095  △10,878  △2,898  △6,000

そ の 他 事 業  354  209  58  1,000

合 計  △2,380  △2,380  3,871  11,000
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